
 

モンテッソーリ教育を講演と体験で身近に感じた 

大会レポート！ 
開催日●2008 年８月 10日（日） 

会場●TOC 五反田（東京都品川区西五反田 7-22-17） 

主催●(財)才能開発教育研究財団 日本モンテッソーリ教育綜合研究所 

共催●教師養成センター同窓会／㈱学習研究社 

 

「人生の土台を決定づける」として幼児教育の重要性が見直されておりますが、昨今、多発している逸脱発

達によると思われる悲惨な事件や、自活できない大人の急増からも、さらなる関心が集まっています。そん

ななか、ユネスコの世界調査でも世界で一番広く実践されている幼児教育のモンテッソーリ教育が、多くの

保護者や少子化問題に取り組む幼稚園・保育園・子育て施設などから注目されています。 

モンテッソーリ教育は、子どもの「自立」と生まれながらにして子ども自身が持っている「自己成長力」

を引き出し、健全な成長発達を促すというもので、日本でも既に 800～1000 もの幼稚園や保育園、『子どもの

家』等で実践されています。しかしながら、欧米に比べて知名度はいまいちというのが実情です。そこで、

一人でも多くの方々にモンテッソーリ教育のよさを知っていただきたく、モンテッソーリ教育『101 年祭』

を開催いたしました。その大会レポートをお届けいたします。 

▲小西行郎教授による記念講演の様子             ▲分科会「３歳～６際＋学童の部屋」。教具に集中する子ども達 

昨年 1年間にわたり、全国各地で開催し好評を得ました「『子どもの家』誕生 100 周年」大会の経験を基に、

『101 年祭』では幼児教育を、モンテッソーリ教育を、より身近に感じていただけるようにいたしました。 

①記念講演＝日本赤ちゃん学会理事長の小西行郎教授、当教師養成センター主任実践講師の松浦公紀先生、

アメリカから元 AMS 会長マーリーン・バロン博士をお招きして、記念講演＆パネルディスカッ

ションを行いました。 

②分 科 会＝「３歳～６歳＋学童の部屋」では実際に教具に触れて体験をしていただきました。 

「０歳～３歳の部屋」では乳幼児に対する考え方や環境設定の講義を行いました。 

このほか、モンテッソーリ教具の当たる福引大会も催し、大いに盛り上がりました。 

参 加 者 数 ６０７名＜大人 503 名・子ども 104 名／親子の来場者 76 組＞ 

大人の内訳 
男性 115 名（22.9％）／女性 388 名（77.1％） 

教育関係者 210 名（41.7％）／それ以外の方 293 名（58.3％） 
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●ご挨拶 

日本モンテッソーリ教育綜合研究所所長  

附属『子どもの家』園長  

      鈴木 勲 

 昨年は、モンテッソーリ教育の祖マリア・モンテッソーリがローマに『子どもの家』を誕生させ

てからちょうど 100 年の節目の年でした。世界各地で記念行事が行われましたが、当研究所でも 1

年をかけて全国で記念大会を開催し、非常に多くの皆様のご来場をいただきました。その参加者から是非とも来年も開催

して欲しいとのお言葉をたくさんいただきました。その声に押され、また、昨今の社会状況の変化からモンテッソーリ教

育に対する関心が高まってきておりますこと、世界で一番普及している幼児教育でありながら日本での認知度は今一歩と

いうことから、今年の開催を決意いたしました。この大会が皆様のお役に立てるならば、うれしく思います。 

 一昨年、日本の『教育基本法』が改められまして、その中に初めて「幼児期の教育」という一条が加えられました。こ

れは画期的なことでありまして、その一条には「幼児期の教育は生涯にわたる人生形成の基礎を培う重要なもの」とあり

ます。幼児期の教育がその人の人生を大きく左右するほど重要であるということは、長年モンテッソーリ教育が提唱し続

けているものです。日本でもやっと教育の真髄に気がついたといっても過言ではないかと思います。 

 昨今、秋葉原で起きた無差別殺傷事件をはじめとして悲惨な事件が多発しておりますが、その背景には人間として十分

に自立していない人間像があると考えます。モンテッソーリ教育においては、子どもの自立を助け、生まれながらにして

子どもが持っている自己成長力を伸ばすことがねらいです。モンテッソーリ教育が今見直されていることは偶然ではあり

ません。この際、子どもを含む教育、特にモンテッソーリ教育をよくご理解いただきまして、日本、ひいては地球上すべ

ての子ども達の未来をよくするために役立つのであるならば、主催者としてこれに勝る喜びはありません。どうぞ、今日

一日、会場を自由に巡っていただきまして有意義な時間を過ごしていただきますようお願いいたします。これをもちまし

て歓迎のご挨拶とさせていただきます。 

 

大 会 プ ロ グ ラ ム 

10：00～10：30 開 会 式（メイン会場） 

10：30～15：00 記念講演会＆パネルディスカッション 

  分科会 

15：00～15：30 閉 会 式（メイン会場） 

⇒開会式ではご来賓よりご挨拶をいただき

ました（左より学研教育総研・安威誠所長／

藤幼稚園・加藤積一園長） 

 

講演会場（メイン会場）    「人生の基礎を決定づける 幼児教育を考えよう」 

メイン会場では、開会式に引き続き記念講演に移りました。午前中は小西行郎先生に、午後からは松浦公紀

先生とマーリーン・バロン先生に講演をしていただいた後、小西先生に加わっていただ

きました。では、講演内容を抜粋してご紹介します。 

【記念講演】小西
こ に し

 行郎
ゆ く お

『赤ちゃん学から見た発達について』 

＜プロフィール＞東京女子医科大学乳児行動発達学教授／日本赤ちゃん 

 学会理事長／医学博士／専門分野は発達神経学 
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赤ちゃんの頭蓋骨の不思議 

1.未熟で生まれてるヒトの赤ちゃん 

 在胎週数は短い 

 赤ちゃんの頭蓋骨は隙間だらけ 

2.二足歩行と頭蓋骨 

3.生まれてから大きくなるヒトの脳 

 学習の重要性 

書き込まれない脳 

育児する動物としてのヒト 

1. ゴリラかチンパンジーか 

  一夫一婦か多夫多婦か 

多産多育から少産少育に 

2.やさしさの遺伝子 

  生き残りとしてのやさしさ遺伝子 

霊長類の育児から学ぶ 

1.子どもが生まれる？ 

  育児の学習は必要か 

2.しがみつく赤ちゃんから抱かれる赤ちゃ

んへ 

3.俯臥位の意味 

4.アイコンタクトの幻想 

  噛み噛み行動からアイコンタクト 

【講演概要】 日本赤ちゃん学会の会員には、当然ながら医者のほかにも心理学の先生やロボットの先生、

霊長類の先生などがおられ、情報交換をしています。私のような臨床医学の立場の者に役立つ研究の一つに、

ゴリラやチンパンジーがどのような育児をしているかという比較行動学的研究があります。逆を言えばヒト

とどう違うのか、ということです。まずはその辺りの話から始めたいと思います。 

狭義の意味で育児をする動物は主に霊長類と言われていま

すが、ではゴリラとチンパンジーではどちらがヒトに近いか

というと、発達の流れからみるとチンパンジーです。しかし

チンパンジーは多夫多婦です。これはたくさん産んでたくさ

ん死ぬということですが、進化の度合いでいうとヒトに近い

チンパンジーは一夫一婦でよいと思うのですが、そうはなっ

ていないところが面白いですね。いずれにしてもヒトの少子化が進んできたのは進化の流れと

関連がありそうです。 

ヒトが他の動物と違うことの一つに、ヒトはやさしさの遺伝子をもって生まれてきたことが

わかってきました。他の動物は強くなることあるいは逃げ足を速くすることで生きのびてきた

のですが、ヒトは集団を作ることで生きのびてきました。自然界の中で生きのびるためにはや

さしくなければならなかったのです。ある意味弱い者が中心となって集団を作ってきたと言え

るでしょう。弱い者とは、例えば、面倒をみなければ生きていけない存在である赤ちゃんです。 

ほかの動物の赤ちゃんはすべて頭の骨が閉じて産まれてく

るのに、ヒトの赤ちゃんだけは閉じていない状態で産まれて

きます。それは赤ちゃんが未熟なまま産まれてくるからで、

実はヒトのお母さんが二足歩行をすることにより骨盤が狭く

なったことと関連しています。骨盤が狭くなることで赤ちゃ

んは大きくならないうちに出てくるのです。ヒトの赤ちゃん

だけが未熟なままで産まれてきても、ほかの動物と違って生

後に学習をする、つまり脳が発達することで未熟なままで生まれてくることが可能になったの

です。 

ヒトの脳は生まれた後、３～５倍に成長します。そしてまた、その脳の 50％は遺伝子によっ

て書き込まれない状態で残っているのです。この点が他の動物との違いで、大事な点でもあり

ます。脳が半分使われていないということで、ヒトは環境に順応して新しい機能を脳に加える

ことができることによって、これからも数億年生きのびられる可能性があるという人もいるの

です。 

ところが今、文明が進歩し生活が安全になっているのに、

育児不安を抱くお母さんが増えているのですが、これはおか

しいことですね。進化の流れからみると集団を作って弱いも

のをみんなで守って生きてきたのです。つまり、いろいろな

人が育児に関わることが進化の上からも必要なことだったの

ですが、今の日本社会はそうなっていません。お母さん一人

が大きな負担を負っているのが実状です。育児不安をなくす

には、今の地域社会を変えることが必要でしょう。同じ問題に老人問題があります。要介護者

はみんなで見るべきでしょう。未熟な者、弱い者を社会で救う、これこそが社会の意味ではな

いかと思います。となると、赤ちゃんの授乳に対し母乳でなければ絶対にいけないというのは
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赤ちゃん学を構成する領域 

1.発達神経学的研究 

2.認知発達心理学 

  生得説 

学習説 

  新しい発達学：ダイナミックシステムアプ

ローチ ＋ アホーダンス 

3.機械論的研究 

4.比較行動学 

違うのではないかと思うのです。みんなで育ててきたのが人間の社会なのですから……。とき

にはミルクを飲ますことがあってもよいように思います。 

ヒトの赤ちゃんは仰向けになることができます。それによりヒトは両手両足が使え、その方

が物をつかみやすいという特徴があります。でも、この仰向け姿勢は他の動物にとっては襲わ

れやすいとても危険な姿勢です。そのため猿の赤ちゃんなどはお母さんに「しがみつく」行動

をとります。しがみつかないでよいヒトの赤ちゃんは「抱かれる」ということになります。抱

かれるということは、逆から見るとお母さんから離れる行動でもあります。人間の場合、お母

さんと赤ちゃんが一心同体ということはありえません。親子はやがて分離していきます。赤ち

ゃんの分離に際しては赤ちゃんには未熟な部分がありますので言葉が必要になります。言葉を

通して親子の関係を作っていくため、どうしても言葉が発達せざるを得なくなります。 

併せて私がいちばん言いたいことは、赤ちゃんはお母さんの持ち物ではないということ、お

母さんだからと言ってすべてが許されるものではない、ということです。赤ちゃんには人権が

あるということです。赤ちゃんは自ら行動します。だからなんでも手を貸すのではなく、赤ち

ゃんの行動をできるだけ保障するようにしたいものです。 

例えば、障害のある子、できない人にはしてあげるのが当たり前のように思いがちですが、

そうではなく、自らの手でさせてやることが大切です。子どもの訴えをお母さんがきちんと理

解し、子どもが自ら伸びようとする力を邪魔せず、見守り、いざというときに助けることです。

この点はモンテッソーリ教育の考えと相通じるものがあると思いませんか。 

はじめに霊長類の発達の話から講演に入りましたが、もう

一つ赤ちゃん学を構成する研究の話をしましょう。赤ちゃん

の能力という点ですが、私たちの中で盛んに話し合われてい

るのが生得説か学習説かということです。ピアジェかギブソ

ンかということですが、実はそうではなくそれとは別にまっ

たく違った発達といいますか、考え方の視点からの見方、一

言でいえば、環境が人を動かすことがあるのか！？ というも

のです。 

脳の成長だけで人間の行動が変わっていくのではなく、環境と人間の相互作用によって変

わっていくという仮説です。ただこの発想は逆に言うと育児や学習関係者には非常に魅力的

な考え方になります。 

このほかにもう一つ面白い研究があります。ロボットの先生の考え方です。今までの研究

成果をロボットに埋め込んでロボットに同じ動きをさせて埋め込んだ情報が正しいかどうか

を検証するというやり方です。例えば、這い這いをする赤ちゃんの動きを解析し、そのデー

タをロボットに入れてやらせるというものです。這い這いという行動は非常に複雑な運動な

ので、なかなかロボットにヒトの這い這いをさせるのは難しいのですが、赤ちゃんとお母さ

んの言葉がけでお互いに同調するかどうかという研究では、ロボットを使って親子間のコミ

ュニケーションをシミュレーションすることができました。 

それと、最初に話した動物、霊長類から学ぶという比較行動学からの見地もあるのですが、

赤ちゃん学の構成の中であえて外しているものが再構成法（フロイトの考え方）です。これ

は催眠術や薬剤などを使って小さかった頃を思い出させ、そこから赤ちゃんを作り直すとい

う考え方です。一見、みんなが経験してきたことを再確認するやり方ですので納得しやすい



 5 

のですが、なぜそのように考えるのかを問うたときに明確な答えが出てきません。検証も科

学的実証もされません。これを育児に当てはめても、「何となく納得して何となくわかる」で

は育児の根本解決にはならないのではないでしょうか。科学的見地から検証していくことが

大切です。思い込みや経験だけでは十分ではないということです。 

ADHD〔注意欠陥多動性障害〕や自閉症、アスペルガー症候群といわれている子ども達のこ

とでも同じです。検証が進んで、今言われてきていることは、どうやら感覚と運動障害が関

係しているということで、心の障害ではないということです。皆さんも情報に踊らされるの

ではなく、きちんと科学的見地から子どもを見て教育を考えることが大切ではないでしょうか。 

ヒトはどういうことに行動を起こすのか！？ そういったこともきちんと考える必要があ

るでしょう。ヒトは刺激を受けたら、刺激を自分の中で再構成をして、運動を選んで、行動

に移します。発達障害といわれる子ども達の問題はどこにあるかというと、人とうまくやり

とりができないということがあります。それでコミュニケーション障害とも言われるのです

が、最近の研究結果では、自閉症の乳児は動くものを認知しにくいということがわかったの

です。だから対人関係がうまくできないのです。つまり環境の問題ではなく感覚入力の問題

であったのです。また、アスペルガーの子どもは生まれたころに持っていてやがて消えてい

く原始反射が消えないことがわかってきました。自閉症の子は寝返り、這い這い、お座りが

他の子と違うことがわかってきました。ということは、障害と言われるものの中で運動障害

が一番はやく表に出てくる可能性が出てきたわけです。言いかえれば、生後１年以内の赤ち

ゃんの運動を注意して見ると発達障害を早く発見することができる可能性が出てきたという

ことです。 

赤ちゃんが寝がえりをしたり、這い這いをしたり、立って歩くのは、自分の周りを認知す

るためで、それができないと周囲を認知できない、また、自分が動くことで周りの景色が変

わるということも理解できないことになります。だから、這い這いは赤ちゃんにとってとて

も重要なものなのです。這い這いをすることで認知できることのほかに、危険に遭遇するこ

ともあります。そこで怒りを覚えることもあるでしょう。つまり、運動は認知も作るし、情

動も作るということです。逆に情動が行動をコントロールすることもあります。そうすると

言葉と運動と認知と感情が密接な関係にあるということになります。これらを一つの大きな

サイクルの中でセットとして考えることが大切ということです。 

言葉と運動と認知と感情の中で、１歳児にとって極めて重要なのは運動（体操などではな

く、自分で動くという意味）です。大人は１歳児が運動することをどのように保障するかで

す。環境を変えることで赤ちゃんに運動を変えさせてやることも大切です。これが学習です。 

私たちは、赤ちゃんの持っている能力を正当に評価し、赤ちゃんの持っている能力の邪魔

をしない。それこそ赤ちゃんの自主性をどれだけ尊重できるかということです。Education

はまさに教えることではなく、引き出すという意味です。私たち大人は子どもをよく見て、

能力をいかに引き出すようにするかが大切なのではないでしょうか。 

最後に、2003 年に文科省が特別支援教育の対象児を調べたところ小学生で 6.3％だったの

に、埼玉県ではわずか 1 年後に 11％に上昇したというのです。何が原因で急に増えたのでし

ょうか。常識では育児環境の変化や環境ホルモンなどのせいとは言えません。なぜならあま

りに増加が激しいのです。あえて言うならば発達障害の子、気になる子に気がつき始めた先

生や医師がそういうレッテルを貼ったからではないかと勘ぐることもできるのです。そうい
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子どもの一生懸命な姿の理由 

・いつ一生懸命な姿が現れるか？ 

   発達の段階と見合った活動と出合った

とき 

・なぜ一生懸命なのか？ 

発達することが子どもに課せられた課

題だから 

モンテッソーリ教育での子どもの姿 

事実として、モンテッソーリ教育を学んだ子 

ども達には共通した姿が見えてくる 

・自分でやりたいことを自分で決められる 

・集中して取り組む 

・やり終えたときに満足そうな表情をする 

モンテッソーリ教育で育つ子ども像 

自立していて、有能で、責任感と思いやり

があり、一生涯を通して学び続ける姿勢を

持った人間 

 

った子にレッテルを貼ったり、診断を下したりすることで問題解決を図るのではなく、ちょ

っと気になる子を受け入れられなくなった側が問題だと思います。そのためにはきちんとし

た診断基準を作り、科学的データを出すことが重要で、それが私たちの仕事でもあります。

同様に、あいまいではなく科学的データのもとできちんとやることが赤ちゃん学だというこ

とを理解していただければうれしく思います。 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

13：00～13：30 【記念講演】松浦
まつうら

 公
きみ

紀
とし

 

『日本では今こそ、モンテッソーリ教育が必要です』 
――環境の劣化に伴う逸脱した子どもの姿とモンテッソーリ教育の果たす役割―― 

＜プロフィール＞日本モンテッソーリ教育綜合研究所 教師養成センター主任実践講

師。「松浦学園モンテッソーリ子どもの家」主宰 

【講演概要】 子どもを取り巻く人的・物的環境の劣化に伴い、現代は残念ながら子ども

にとって健全な育ちができにくい時代です。実際に様々な問題を抱える子どもの数が日本全国で急増してい

ます。子どものあるがままの姿を観察するところから出発し、確立されたのがモンテッソーリ教育です。モ

ンテッソーリ教育には現代の日本が抱える、子どもを取り巻く諸問題を解決する鍵があります。今、私たち

は何をモンテッソーリ教育から学ぶことができるかを検証しましょう。 

まず、左に掲げた子どもの姿は、小中学生になっても変わ

りません。モンテッソーリ教育を知らない人は、なぜこのよ

うな教育をやらせるのか？ と思うでしょう。でも、子ども

はやらせられるのではなく、自分でやりたいのです。子ども

は４、５歳頃になると文字や数に興味を持ちはじめる現象が

見られます。こうしたことをマリア・モンテッソーリは「敏

感期」と名づけ、子どもの中でその時期、その時期にやりたいことがプログラムされている

のではないかと考えました。そのやりたいことができるように環境を整えれば、子どもは自

らが必要とする能力を自らの力で獲得すると考えたのです。 

環境を整え、自由に活動できる準備ができていたならば、

子どもに任せられます。それが子どもにとっての自由であり、

自由の中で自分の意思で決め、決めたことを全身全霊を込め

て活動する――自分が主体的になれるので、前述のような子

ども像が出てくるのです。すべての子ども達がこのような子

どもになれれば素晴らしい社会ができるのではないでしょう

か。モンテッソーリ教育導入園が増えていけば、社会が健全化の方向へ進むのではないでしょ

うか。 

●よい育ち、悪い育ちって？ 

子どもは自らを正しく成長・発達させる力を持って生まれ

てきますが、その力は様々な要因で歪められ、逸脱発達する

場合があります。 
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増加する気になる子ども達 

・落ち着きがない ・目が合わない  

・ことばが遅い  ・椅子に座れない  

・姿勢が悪い  ・待てない ・不器用   

・すぐにキレる ・なれなれしい …etc. 

運動能力の低下 

・卵を割れない ・雑巾を絞れない  

・紐を結べない ・箒を持てない  

・リンゴの皮がむけない …etc. 

 

増加する気になる大人達 
・モンスターペアレンツ 

・モンスターペイシェンツ 

・自己中心的 

・KY（空気が読めない） 

 

大人が変われば子どもも変わる 

子ども否定型の親の接し方 

1.指示・命令・教え込みにより子どもを管理 

   ・過保護、過干渉 

子どもは大人の従属物ではなく、一個の人

格を持った存在。これらの影響で子どもは

依存心が強くなり、指示や命令がないと行

動できない人間に育つ危険性がある 

2.自由と称し子育て放棄 

  ・電子ベビーシッター  ・虐待 

 子どもは無意識の内に、大人に対する愛情

を欲し、さまざまな歪んだ形でそれを表

す。乱暴、わざと危ないことをする。弱い

者をいじめる 

モンテッソーリ

は子どもの逸脱の

姿を２種類に大別

して左のように表

しています。その

逸脱発達を正しい

発達に戻し、幼児

期の成長の方向性 

である「自立」に向かうことで子ども自身の力によって獲得

されていくのが「正常化」です。正常化とは、子どものどの

部分が育つということではなく、一個の人格としてトータル

に発達を遂げていくことを意味します。それが、モンテッソ

ーリ教育の目的である「全人格的成長」です。全人格的成長

を遂げるためには、結果ではなく、どのようにしてできるよ

うになったか、わかるようになったかの過程に目を向ける必

要があるでしょう。 

以前より、障害を持っているという子の割合はどの時代、

どの地域でも同じ比率です。しかし、最近はそれとは別の障

害とまではいえないような気になる子どもが出てきています。

左に掲げたような気になる子どもの姿です。今、問題を抱え

ているといわれる子どもの多くは、生来的に問題を抱えてい

るのではなく、生後の環境の影響を受けた結果であり、子どもを取り巻く環境が劣化してい

ることも要因として挙げられます。また、運動能力の低下した子どもの姿も見えてきます。

肉体的成長に対し、運動能力が劣っている例として、背筋力の低下があります。17 歳女子の

場合、子育てや介護に必要とされる背筋力が水準まで達していないため、大人になったとき

に赤ちゃんを抱っこできなかったり、介護でお年寄りを支えることができなかったりといっ

た以前では考えられなかった現象が懸念されています。 

気になる姿が見られるのは何も子どもだけではありません。

大人にも見られます。自由と称し、子育てを放棄する例も見

られます。電子ベビーシッターといわれるテレビやビデオ、

ゲームを見続けさせたり、虐待をしたりすることです。それ

によって、子どもは無意識のうちに大人に愛情を求め、様々

な形でそれを表すようになります。 

 モンテッソーリ教育は生得的な要因よりも環境要因を重視

する教育です。大人が変われば子どもも変わります。大人が

子育てを楽しめれば、子どもも変わってくるのです。 

 

■誤った育ちの子どもの姿＝逸脱発達の例には２タイプある 

強いタイプの逸脱の現象 弱いタイプの逸脱の現象 

動きが激しく、怒りっぽく、反抗的態度をとる。不

従順、破壊的本能、独占所有欲、利己的、嫉妬深い。

気まぐれで注意が集中できない。手の動きを統制す

ることができないため、物を落としたり、壊したり

することがよくある。精神的な働きは無秩序で、い

つもギャーギャーわめき、跳ね回っている。人の邪

魔をし、弱い者や動物に対して残酷な仕打ちをする。

食欲旺盛な場合が多い。 

◎先生から強く叱られるタイプ 

消極的な面が見受けられる。無感動、無気力、表

情が乏しい。何かが欲しければ泣き、自分の代わ

りに人に何かをやってもらおうとするなど依存心

が強い。人に機嫌を取ってもらいたがり、すぐに

退屈する。怖がりで、暗闇を極端に嫌う。よく嘘

をつき、盗みをする。心理的原因によって、身体

的欠陥があるふりをする。眠りを妨げられると身

体面に影響し、貧血を起こす。心身症的な症状が

出る場合もある。 

◎消極的で依存心の強いタイプ 
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大人が知らなければいけないこと 

・大人と子どもは違う 

・一生涯の土台となる０歳～６歳がもっと 

も重要な時期 

・子どもは見ている 

・子どもの生き方は親の生き方 ⇒ 問題の 

子どもは問題の親が作る 

・大人が生きる軸を持つ 

・大人にとっての便利は、子どもの育ちに 

悪影響を与える場合がある 

注意したい大人像には、得てしてとてもまじめというのが

あります。「子育てはこうしなければいけない！」という強迫

観念を持っているのならば、呪縛を取ってあげることも大切

でしょう。例えば、「母乳じゃなければだめだ」とか、これま

でのモンテッソーリ教育の現場で見られた「こうあらねばな

らない！」というものです。しかし、子どもは自ら育つたく

ましさ、力を持っています。私たち大人は、子ども一人ひと

りの違いに目を向けて、「ああだ、こうだ」と言いすぎるので

はなく、子どもが自らの力で生きようとすることを大切にし、本来の生きるための強さを引

き出すようにしたいですね。これこそがモンテッソーリ教育のこれからの 100 年につながっ

ていくことでしょう。 

 

「モンテッソーリ教育の考え方が広まっていけばもっともっとよい社会が必ず構築できます。

まだモンテッソーリ教育のことを知らない人にこの教育のよさを、必要性を、伝えていきま

しょう」 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

13：30～14：00 【記念講演】MARLENE
マ ー リ ー ン

 BARRON
バ ロ ン

 

『SETTING THE FOUNDATION.  BUILDING FOR CHILDREN’S FUTURE』 

＜プロフィール＞米国モンテッソーリ教育の第一人者。ＡＭＳ（Ａｍｅｒｉｃａｎ  

Ｍｏｎｔｅｓｓｏｒｉ Ｓｏｃｉｅｔｙ）元会長／ニューヨーク大学教授 

【講演概要】 午前中は小西行郎先生から赤ちゃんと赤ちゃんの育て方について、そし

て、今は松浦公紀先生から大人と子どもの関係について話を聞きました。私は、未来について話したいと思

います。子どもにとって将来何が必要かについて話します。 

 今日の世界は、皆さんが育てられた世界と同じではありません。今やデジタル化され、毎

日やり取りするメールの数は地球に住む人口をも超えていて、毎日 1442 冊もの新刊が発行さ

れ、ニューヨークタイムスの１週間分の新聞の情報量は、18 世紀の人間が一生のうちに出く

わす情報量を超えています。新しい技術・資料の量は２年毎に倍増しています。2010 年まで

にはそれが２年毎ではなく３日毎になることでしょう。社会がすごい速さで変化をしている

のです。 

私たちの子ども達を「デジタル学習者」と呼ぶ人たちがいます。アメリカの４歳～６歳児

の 70％はコンピュータを使います。子ども達の未来では何が必要とされるでしょう？ 

 子ども達には将来が好きになることが必要です。今後予想される大量情報化社会に対処し

ていかなければなりません。コミュニケートする能力を身につけなければなりません。読み

書きだけではなく、ダンス、歌、行動、芸術、技術等をデジタルの世界を媒介として学ぶこ

とになります。子ども達は自分で選択して行動することが必要になります。問題解決能力が

必要とされます。 

 では、親として何ができるでしょう？ 教育者として何ができるでしょう？ 子どもや赤

ちゃんにとって何が必要でしょう？ 午前中の小西先生の話の繰り返しになりますが、子ど

もを受容し、愛情、敬意をもって接することが必要です。親として大人として、子ども達を

サポートすること、子ども達をもっと知ることです。 
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子どもはとても賢いものです。子どもがどうやって学ぶか、それをサポートするためには、

大人たちがもっと話し合うことが必要です。一人でやるのではなく、みんなで話し合ってや

るべきでしょう。人間は経験を通してものを言うことができます。家の環境を整えること、

教室の環境を整えることで、よくなることを知っています。そして、子どもに選択させるこ

と、決めさせ、実行させることが大切です。 

そして、自立を促したいですね。肉体的な自立（自分で食べる・着替える等）、精神的な自

立（うれしい・悲しい・友達になりたい等）が必要です。 

子ども達はいろいろな形でコミュニケートします。楽しかったら踊りで表現したり、悲し

い気持ちを歌にしたりします。そうした子どもに対し大人はそれでよいとポジティブに対応

することが必要です。楽しかったら一緒に笑い、人生を楽しむ姿を見せることです。 

私は世界でモンテッソーリ教育を行っている現場を多く訪ねています。どこでも子どもは

いろいろなことを知りたがります。やろうとします。とても賢いのです。 

以上、私は今を基に未来についてお話しました。 

 

分科会場（３歳～６歳＋学童の部屋／０歳～３歳の部屋） 「モンテッソーリ教育をより身近に！」 

講演会と並行して分科会も開催されました。分科会では「０歳～３歳のモンテッソーリ教育」と「３歳～６

歳＋学童のモンテッソーリ教育」の２部屋に分けて行われました。 

「３歳～６歳＋学童のモンテッソーリ教育」の部屋ではモンテッソーリ教育の環境を設定し参加者が自由に

教具に触れられるようにしました。「０歳～３歳のモンテッソーリ教育」の部屋では環境の中で実践講義を行

いました。参加者の皆さんは思う存分モンテッソーリ教育に触れた一日でした。 

10：30～15:00 【分科会】 

●３歳～６歳＋学童のモンテッソーリ教育＝体験＆教育相談コーナー 

 

 

 

 

 

 

（担当実践講師：森下京子／櫻井美砂／高田美和子／加賀谷由美子） 

 

●０歳～３歳のモンテッソーリ教育＝ミニ講座＆教育相談コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

（担当実践講師：百枝義雄／本宮陽介） 

         

 

このほかに、展示コーナーでモンテッソーリ教育に関する資料をパネルで紹介するとともに、関連書籍の展
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示、モンテッソーリ教具カタログの配布も行いました。参加者の皆さんにより深く関心を持っていただけた

のではないかと自負しております。また、今回は「101 年祭」と称しできるだけ楽しく、有意義な大会にし

ようということで、託児ルームを設けたり、モンテッソーリ教具の当たる福引を行ったりして好評を博しま

した。 

 

大 会 後 の 動 き 

今回の大会を開催してとても印象的だった

ことは、参加者の半数以上がモンテッソーリ

教育関係者以外の方であったことです。同時

に、昨年開催の「中央大会」と比べても男性

の参加者と幼児教育以外の教職関係者が増

えたことからも、ますます幅広い年代および

職業の方々がモンテッソーリ教育に関心を

持ってきていることがうかがえました。また、

モンテッソーリ教育の大会であったとはい

え、モンテッソーリ教育に好意をお持ちの方

の割合がかなり高いことがわかりました。 

●モンテッソーリ教育の特徴ともいえる自

己成長力（自己教育力）による自立・自律や

個を大切にする教育という点で、非常に多く

の方が好意をお持ちであることや、ともする

と今まで誤解されやすかった点（例えば、宗

教に関係ある教育、運動を重視していない、

好き勝手なことばかりさせてわがままに育

つ、単なる英才教育だ 等）の解消に役立っ

たこと、また、一斉保育でなく縦割り保育が

これからの幼児教育には合っているという

意見が多く寄せられたことをご報告いたし

ます。 

◎最後に、昨年に引き続き通訳の大役をお引

き受けいただいたビビアール愛美さん(横浜

市)や大勢のボランティアで大会を支えてく

ださった「藤幼稚園(立川市）」および「ちゃ

いるどはうす保育園(水戸市）」の先生方、当

通信教育の多くの卒業生・受講生にこの場を

お借りしてお礼を申し上げます。ありがとう

ございました。 

●「101 年祭」を取り上げた新聞の記事（１） 

⇒「日本教育新聞」平成 20 年９月１日発行 
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●「101 年祭」を取り

上げた新聞の記事（２）

「教育新聞」平成 20

年９月８日発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


